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 項目 仕様 備考

  自律型 制御型 

 共通項目

 　寸法・質量（本体） 形状：250×175×75mm ・ 質量：約2.8kg ポリカーボネート

 ケーブル長・質量 30m（任意変更可） ・ 質量：約4.5kg ケーブル長は、お客様の指示により変更可能です

 測定方式 圧力式（水圧式） 

 温度条件 -10 ～ +50℃ 寒冷地対応

 防水・防塵 IP55 以上 

 電源 ニッケル水素電池+太陽電池 制御型は、拡張可能です

 電池容量 充電池：6V4Ah 太陽光電池：9V3.4W 

 耐用年数 5年 通信モジュールは、更新の可能性があります

 観測機器・設備

 測定範囲 0 ～ 10ｍ  表示方法は、危機管理型水位計運用協議会に従います
   同左 測定範囲を変更した場合は、分解能が下がります

 分解能 1cm 同左 0～10ｍの場合

 時刻補正 自動 同左 

 初期設定 基本パラメータを個別入力 同左 設定シートにて納品前に調整します

 無日照動作日数 9日間 同左 電波状況・無日照の度合いによります

 観測モード

 不稼働（休止モード）  なし あり 

 平常時水位監視  5分あるいは、10分間隔 なし（外部からの制御により変更可） 観測データ送信は、死活監視時のみ行います

 観測開始水位・停止水位  観測開始設定水位（1㎝単位） 任意制御による 

 洪水時水位観測  5分あるいは、10分間隔 同左 観測データ送信します

 死活監視  1日1回以上 任意設定による 

● 通信費用は、別途必要となります。
● 上記仕様は、予告なく変更となる場合があります。
● お客様のご要望により改良を希望される場合は、下記連絡先までお問い合わせください。

specification 主な仕様 ダム・ため池・河川用水位計
Cloud server compatible 

water level watcher

国交省中小河川緊急治水対策プロジェクト準拠 KKS

中小河川の早期氾濫察知、
ダム・ため池の増水管理、工事現場の増水監視に

高精度な情報を確実に提供します。



水圧センサー

H.W.L =＊＊＊

保護管（SUS, 25A以上 等）

サドル（取付ピッチ　要相談）

プルボックス

収納ボックス（水圧式水位計伝送部）

単管（全長2m以上、埋設部1m～）

保護管（PP PPCOF23B, OD 28.4mm以上 等）

OVERVIEW 製品概要

CaSE STUDY 運用事例

ダム・ため池・河川用 水位計 Cloud server compatible 

water level watcher

「国土交通白書 2020」によると、 日降水量が200mm以上
となる年間の日数を「1901～1930年」と「1990～2019
年」のそれぞれ30年間で比較すると、 後者では約1.7倍と
長期的に大雨は増加傾向にあります。 それに伴って土砂災
害も増えており、 過去の経験や気象予報だけでは必ずしも
住民の安全を守ることができない時代となりました。 本製
品を活用して早期の水害対策を実施すれば、 住民の避難行
動の時間を確保することができます。

水害時の住民の避難などの判断に必要な水位情報を監視・計測・伝送する機器・システムです

2017年9月、神奈川県鶴見川水系鳥山川での検証試験です

mechanism 基本構造

Installation 設置・施工

OPERATION 操作・運用

設置や運用面でメリットが大きいオールインワン＆コンパクト設計です

設置工程と作業時間を大幅に短縮。メンテナンス性にも優れます

設置後すぐに運用可能。 計測条件の設定変更も現場に赴くことなくリモートで変更できます

近年、全国で深刻化している洪水被害。 日油技研は、国土交通省が推進する
「革新的河川管理プロジェクト」への参画によって、危機管理型水位計を開発しました。
本製品には弊社が長年取り組んできた屋外での長期運用向け伝送システムの技術が活かされています。

■自律型と制御型の違い■運用イメージ

●現地作業（配線～動作確認）

●鳥山川 水位と水温変動データ（2017年8月1日～2018年7月31日） ●河川状況

危機管理型水位計

クラウドサーバー

利用者
（地域住民など）

サイトに
アクセス

提供データ画面

●配置

収納ボックス下部にあるコネクタに
ピンジャックを差し込みます。

収納ボックス水圧センサ

●整地・埋設

●保護管取付

●一般的な設置図

●パッケージ内容

●参考資料：気象庁　災害をもたらした気象事例から

平常時

増水時：2017/09/22　19：09

本製品は国土交通省が主催する「革新的河川管
理プロジェクト（第1弾）」への参加を通して開
発された低コストのクラウド型水位計です。
このプロジェクトでは実際の河川（神奈川県鶴
見川水系鳥山川）に本製品を設置した検証試験
が実施されました。
2017年9月22日の局所豪雨時、 本製品は早い
段階で急激な水位上昇を判断して警報メールを
配信。 管理者不在の状態でも洪水リスクを知ら
せるその性能の確かさを実証しました。

危機管理型水位計を河川や用水路・ダム・ため池などのそばに設置することで、 水面の高さ（水位）を定期的に計測。
管理者が指定した水位を超えた場合は、 ほぼリアルタイムで指定サーバーなどに情報を伝送します。
常時監視する「自律型」と洪水などが見込まれる場合に稼働する「制御型」の2タイプを用意しました。

本製品は一体化された収納ボックス部❶とケー
ブル＆センサー部❷で構成。 　
❶と❷の接続はボックス外側の防水コネクタ
で簡単に行えます。 　
水や生物の侵入をシャットアウトするポリカー
ボネートの収納ボックス内に計測制御装置、 通
信装置、 電源を一体化して収納しました。 こうし
たオールインワン＆コンパクト設計によって設
置作業時間の短縮はもちろん、 耐風性や川辺の景
観への影響も少ないというメリットがあります。

水害の可能性や傾向は季節によって変化し、 ま
た地形や雨量、 川・用水路の規模・性質よって異
なります。 本製品は、設置後に水位などの計測
条件をリモート変更可能です。
自律型の場合、 平常時は日に1～数回、 指定水
位を超えた時はほぼリアルタイムに水位情報を
報告。 計測した水位情報は国交省指定のクラウ
ドサーバーへ送信され、 国交省から運営委託を
受けている一般財団法人河川情報センターの
「川の水位情報」で確認できます※。 計測した水
位と報告量の多さから、 水害リスクをいち早く
察知することができます。
※地域の河川以外にも全国の河川における水位状況を確認できます。

収納ボックスを設置場所のポールにUボルト等で固定し、水中に
入れるセンサーが付いたケーブルを防水コネクタに接続します。
メンテナンス時などの着脱交換・細部整備なども容易です。 長期
運用を考えた場合、 通信キャリア変更やメンテナンス工事の利便
性を考えたデザインは必須です。

リアルタイムな水位情報で、
人々の暮らしを洪水被害から守るテクノロジー

増加する記録的な大雨

収納ボックス
収納ボックス内の
配線作業は不要。
電源は太陽電池もしくは
充電池を使用します

管理者不在でも常時監視 
常時、水位を監視し、機器が自律的に観測・通信を行います。

緊急時のみの運用で運用コストも低減
基本性能は自律型と同じですが、管理者の判断で洪水のリスクが
予想される場合にだけ監視・観測・通信を行うシステムです。

ケーブル
寒冷地などでの長期運用も
考慮したケーブル仕様です。

防水コネクタ
ボックスの外側にあり、
ケーブルの着脱が容易です。

センサー
水の中に入る
直圧式水位センサーです。

パイロットランプ

自律型

制御型

2019年6月15日付 愛媛新聞/掲載許可番号20180910-006

神奈川県横浜市港北区鳥山町　鳥山水位観測所増水時：2017/09/22 19：09
 (革新的河川管理プロジェクト第1弾実証試験より）
※本データは、弊社開発のAqua e monitor®水位計（AEM）で収集したデータです。

ポール

取付板

Uボルト

Uボルト

●収納ボックスの単管取付事例

管理者が設定した指定水位まで
10分間隔で監視します（監視モード）。

観測開始水位を超えた場合、
管理者が指定した間隔（10分・5分）で
水位観測と通信を行い、洪水のリスクをお知らせします。

国交省中小河川緊急治水対策プロジェクト準拠 KKS

1 「カチっ」という音で
固定されたことを確認します。2 右側面の電源ボタンを押せば

セッティング完了です。
（パイロットランプが点滅します）
3

●装置の動作 
平常時

増水時

 年 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019

  3 0 1 0 1 1 1 1 3

被災地域

西日本～
北日本・
紀伊半島・
新潟県や
福島県会津

島根県 西日本 西日本関東・
東北

関東・
東北・
九州北部

北海道・
岩手県

記録的大雨の
回数


